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説明を丁寧に読んでください。質問に対するあなたの回答は、あなたのMI学習経験全体、

MIトレーニングの目的そして TNT Japanに参加を希望する理由を表したものとしてくだ

さい。もし質問に答え応募用紙を完成させるに際して何か質問や困難があれば助けを受け

るために●松尾先生のアドレス●にメールを送ってください。 

 

記入上のガイド 

以下のそれぞれの質問に対して、表がある場合はそれを完成させてください。あるいは箱

のなかに簡略な説明を書いてください。記入にあたっては、もしある場合には文字制限に

従ってください。 

 

応募者氏名: 

 

1. あなたはこれまでに、MINTによる TNTに応募したことがありますか？ 

□はい    □いいえ 

もし「はい」の場合は、以下の空欄に、それはいつか、応募の審査結果はどうだったかに

ついて書いてください。応募に対する回答にあなたがどのように対応したかについても含

めて書くこと。(300字以下) 

1. 

 

 

 

 

2. これまでに受けたMIトレーニングについてー あなたはどのようにMIを学んできま

したか？初めてのトレーニングおよびその後のトレーニングについてリストにして書

いてください。以下の表にある詳細事項に従うこと。 

2.1 MI のトレーニングの形式とレベルを簡略に記入してください(例えば、導入レベル

の講義、中級のワークショップ、上級レベルのコーチングつきワークショップ)。そ

のトレーニングが演習やスキル訓練を含むものである場合”E”に、MIスキルの演習

を含まない講義のみの場合には”P”をチェックしてください。 

2.2 トレーニングの年(もしわかれば月日) 

2.3 時間(例:２時間、４時間、８時間、18時間など) 

2.4 トレーナー トレーナーの名前を書いてください 

2.5 トレーナーはMINTメンバーですか？ Y=はい、N=いいえ、いいえの場合その人
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のMIでの専門は何ですか？ 

2.1 形式とレベ

ル 

演習か講義か 日付 時間 トレーナー ト レ ー ナ ー は

MINTメンバーか 

 □E  □P    □Y  □N 

 □E  □P    □Y  □N 

 □E  □P    □Y  □N 

 □E  □P    □Y  □N 

 □E  □P    □Y  □N 

 

 

2.6もし追加するコメントがあればお書きください。(任意・300字以下) 

2.6 

 

 

 

 

3. 講演やワークショップに参加する以外で、あなたはどのようにMIのスキルを高めてき

ましたか書いてください。あなたが実際にMIを行っているところを直接観察してのス

ーパービジョンおよびMITIおよび類似のコーディングを自分の面接に用いた経験を強

調すること。 

3.1 熟達度を上げる活動 あなたが現在進行形で行っている学習は何ですか。(例:1対 1

のコーチング、コーチングサークルでの練習、録音された MI 面接に関する見直し

やディスカッションなど) 

3.2 活動の日付 いつそれらの活動はなされましたか(年・月) 

3.3 スーパーバイザー もしその活動がスーパーバイズを受けている場合、コーチング

やスーパービジョンをしたのは誰ですか 

3.4 コーディング あなたの事例はコーディングされましたか？ もしそうなら、どの

指標が使われましたか(例:MITI, MISC, BECCIなど) 

3.5 フィードバック あなたは具体的にはどのようなフィードバックを受けましたか。

そしてそのフィードバックを実際の学習にどのように役立てましたか。もしあなた

の事例が MI に関するコーディングを用いて評価されたのであれば、その結果を要

約してください。 

 

3.1 熟達のための

活動 

3.2日付 3.3 スーパーバイ

ザー 

3.4 コーディングの

種類 

3.5 フィードバ

ック 
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3.6 初めてのトレーニングから、ワークショップや講義に参加する以外の方法で、どの

ようにあなたの MI に関する知識を新しくしてきましたか？あらゆる形式の自分で

行う学習について書いてください。例:本・記事・研究の総説を読む、DVD、同僚と

の相談会に参加するなど(300字以内) 

3.6 

 

 

 

 

4. あなたがMIを用いる臨床上もしくは、仕事上の状況を書いてください。 

4.1 対象者 どのような対象者にあなたはMIを使っていますか？ (例:薬物・アルコー

ル問題での入院患者、喫煙者、大学生、刑務所の収容者、執行猶予中の人、減量中

の人など) 

4.2 現場の種類 どのような現場ですか？(例: 病院、健康クリニック、依存症クリニッ

ク、大学、学校、司法、地域研究など) 

4.3 日付 それらの対象者にどのくらいの期間MIを使ってきましたか(年) 

4.1対象者 4.2 現場の種類 4.3 期間 

   

   

   

   

   

4.4 これらの対象者・現場では具体的にはどのような課題があり、あなたは、どのよう

にMIがそれに対して役立つと気づきましたか。MIがあなたの面接もしくはグルー

プ面談をどのようにより良いものにしたかについて、最低でも１つ、具体的な例を

挙げてください。(300字以下) 

4.4 

 

 

 

5. 誰に対して、どのような現場に対してあなたは、すでにMIのトレーニングを行いまし

たか。あるいは、近い将来行うと予想されますか。 
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5.1 日付 予測される、または既に行ったMIトレーニング 

5.2 トレーニングの概要 対象者、対象となる現場、あるいは MI トレーニングの状況

について簡略に述べてください。(今後予測されるもの、すでに行われたものの両者

について書くこと) 

5.3 コ・トレーナー コ・トレーナーは誰でしたか。もしくは、あなたは誰かのコ・ト

レーナーを務めたことがありますか 

5.4 コ・トレーナーはMINTメンバーでしたか？ MINTメンバーのコ・トレーナーを

する予定はありますか？ 

5.1日付 5.2トレーニングの概要 5.3コ・トレーナーの

氏名 

5.4コ・トレーナーは

MINT メンバーです

か？ 

   □Y  □N 

   □Y  □N 

   □Y  □N 

   □Y  □N 

   □Y  □N 

 

5.5 追加コメント (任意・300字以下) 

5.5 

 

 

 

 

6.1 TNTでの学習計画 TNTへの参加が認められた人はそれぞれ個別の学習計画を立てる

ことが期待されています。この過程の最初として、あなたが TNTに参加することによって

達成しようとする 2～3の学習上の目標を確定してください。(それぞれの目標はMIを実践

するスキルではなく、MIのトレーニングを行うスキルと関係していること。300字以下で) 

目標 1. 

 

 

目標 2. 

 

 

目標 3. 
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7. MINT は自由に情報や教材やトレーニングの経験を分かち合うことで、メンバーの学習

とスキル向上を現在進行形で支援する国際的な組織であることを誇りに思っています。

MINT はまた、メンバーに気前よくその時間や才能を提供し、他のメンバーの学習の助け

をすることを奨励し、仲間への「恩返し」の精神を価値あるものとして尊重しています。 

7.1 以下の空欄に、あなたはなぜMINTのメンバーになりたいのか、あなたはどのよう

にMINTが尊んでいるこの恩返しの精神を行動に示すのか書いてください。(400字以下で) 

7.1 

 

 

 

 

 

 

 

 

8. 推薦状 あなたが MI を行っているところを、スーパービジョン、トレーニング、コー

チング、フィードバックなどの機会に直接観察し、あなたのMI熟達度を描写できるMIト

レーナー２名の名前と連絡先を書いてください。この人たちはあなたのMIのスキルについ

てよく知っていなければなりません。単にあなたが参加したワークショップの講師やファ

シリテーターをしたというだけではいけません。この人たちが MINT トレーナーである場

合は印をつけること。 

私達は、追加情報を得るためにあなたが示したトレーナーに連絡をとるかもしれません。

必ずこの人たちから、応募用紙に彼らの名前を記入する前に、私たちが連絡を取る可能性

がある旨許可を得てください。(推薦の手紙は必要ありません) 

 

 トレーナーの氏名 Eメールアドレス 電話番号 MINT メンバーで

すか？ 

１    □はい □いいえ 

２    □はい □いいえ 

 

 

9. William R. Miller 先生へのメッセージ (任意)がある人は、200語以内の英語でお書きく

ださい。 

 


